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～第35回飛驒高山手筒花火打ち上げ～
　夏の風物詩「飛驒高山手筒花火打ち上げ」が 8月9日、厄払いを祈願し宮川
弥生橋下流で行われました。
　35回目の節目を迎えた今回は、記念に35本の手筒花火が同時に打ち上げられ、
噴き上げられた炎があたり一面を照らす幻想的な光景が広がりました。また、火
の粉を浴びながら打ち上げる手筒組の勇壮な姿は、多くの見物客を魅了しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【8月9日撮影：宮川弥生橋下流】
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高山市の高山市の
行政改革行政改革
問合先
広報ID

行政経営課  ☎35‒3040
1006253

　

市
で
は
、
市
政
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
よ
る
新
た
な
課
題
へ
の
対

応
を
加
え
、
市
民
協
働
の
推
進
や
持

続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
目

指
す
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
を
期
間
と
す
る「
高
山
市
第

六
次
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
て

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
大
綱
を
具
体
的
に
推
進
す
る

た
め
５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
年

度
ご
と
に
取
り
組
み
内
容
の
効
果
を

検
証
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  

平
成
29
年
度
の
取
り
組
み

●
市
民
と
と
も
に
進
め
る

　
　
　
　
　
　

自
治
体
経
営

　

市
民
と
行
政
が
一
体
感
を
持
っ
て

市
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会（
20
地
区
）へ
の
支
援

や
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
担
う
人
材
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
活
動

内
容
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ

映
像
等
を
活
用
し
て
、
活
動
へ
の
理

解
・
参
画
を
促
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た

市
政
情
報
の
提
供
や
情
報
公
開
、
市

民
の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
加
に
よ

る
市
民
の
声
の
反
映
な
ど
、
市
民
と

と
も
に
進
め
る
自
治
体
経
営
に
努
め

ま
し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
代
表
者
、
市

　

関
係
部
長
、
学
識
経
験
者
に
よ
る

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を

　

設
置
、
開
催

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
へ
の
人

　

的
支
援
、
財
政
支
援
、
事
務
所
の

　

提
供

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
的
に

　

取
り
組
む
事
業
支
援
の
実
施（
公

　

共
交
通
空
白
地
有
償
運
送「
た
か

　

ね
号
」
）

・
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
や
各

　

地
区
の
若
者
を
対
象
と
し
た
各
種

　

育
成
講
座
の
開
催

・
人
材
登
録
制
度
の
整
備
、
登
録
リ

　

ス
ト
の
作
成
・
公
開

・
電
子
媒
体
で
市
政
情
報
を
発
信　

　
（
広
報
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」の
導
入
）

　

ほ
か

●
効
率
的
・
効
果
的
な

　
　
　
　

行
政
運
営
の
推
進

　

既
存
事
務
事
業
の
検
証
・
見
直
し

や
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
業

務
委
託
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
※
）な
ど
の
導
入

事
例
等
の
研
究
を
行
う
な
ど
、
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま

し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

・
雌
牛
無
償
貸
付
譲
渡
制
度
の
見
直

　

し
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
と
事
業
別
予
算

　

概
要
書
と
の
連
動
性
を
高
め
る
た

　

め
の
見
直
し
の
実
施

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
「
子

　

育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

　

の
運
用
開
始

・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活

　

用
に
よ
る
支
所
等
の
移
動
時
間
の

　

短
縮

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
相
談
支
援
セ

　

ン
タ
ー
内
に
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
委
託

・
新
規
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入　

　
（
国
府
公
民
館
）

・
他
自
治
体
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
導
入

　

事
例
等
の
研
究　

ほ
か

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
：
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
略
。

　

公
共
施
設
等
の
建
設
、維
持
管
理
、

運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力

及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
公
共
事
業
の
手
法
の
こ
と
。

●
組
織
・
人
事
管
理
の
充
実

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
課
題
に
対
応
し
た
組
織
体
制
の
見

直
し
や
部
署
間
の
横
断
的
な
取
り
組

み
の
強
化
、
支
所
庁
舎
の
多
機
能
化

等
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の
定
員

適
正
化
の
推
進
や
多
様
な
人
材
の
確

保
、
職
員
個
々
の
資
質
向
上
に
取
り

組
む
な
ど
、
組
織
・
人
事
管
理
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

・
窓
口
業
務
改
革
推
進
本
部
、
ワ
ー

　

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
に
よ
る

　

部
署
間
の
横
断
的
な
取
り
組
み
の

　

強
化

・
久
々
野
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に
お
け

　

る
複
合
化
・
多
機
能
化
の
実
施

・
専
門
技
術
職
員
の
確
保

・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

　

内
容
の
充
実（
政
策
提
言
発
表
会
、

　

先
進
地
視
察
研
修
、接
遇
力
向
上

　

研
修
な
ど
）  

ほ
か

●
公
有
財
産
の
適
正
な
管
理

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策

定
に
向
け
、
市
有
公
共
施
設
の
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
長

寿
命
化
や
安
全
性
の
確
保
、
維
持
管

理
経
費
の
縮
減
の
取
り
組
み
や
未
利

用
財
産
の
売
却
・
譲
渡
・
貸
付
な
ど

に
よ
り
施
設
の
活
用
や
処
分
に
努
め

ま
し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
基

　

本
方
針
）
の
策
定
・
公
表

・
橋
り
ょ
う
な
ど
長
寿
命
化
計
画
に

　

基
づ
く
対
応
（
橋
り
ょ
う
工
事
６

　

橋
の
う
ち
５
橋
が
完
了
、
下
水
道

　

施
設
整
備
15
施
設
で
実
施
）

・
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
の
実
施  

　
（
本
郷
小
、
清
見
中
）

公共交通空白地有償運送「たかね号」公共交通空白地有償運送「たかね号」

久々野多目的センター「虹流館くぐの」久々野多目的センター「虹流館くぐの」
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　（３）市債残高等

項　目
基準値

（H25）（A）
年度別実績 目標値

（H31）
取組実績
（B）－（A）H26 H27 H28 H29（B）

市 債 残 高
（  ）前年度対比 733億円 683億円

（△50億円）
635億円

（△48億円）
587億円

（△48億円）
551億円

（△36億円） 500億円 △182億円

市 債 残 高
（市民1人当たり） 80万円 75万円 71万円 66万円 62万円 58万円 △18万円

実質公債費率 8.1％ 8.2％ 8.7％ 9.0％ （未確定） 7.5％ －

将来負担比率※ － － － － （未確定） － －

※地方債残高等の将来負担額より充当可能財源が多い場合は、将来負担比率が算出されないため、「－」表示となっています。

・
温
泉
熱
を
利
用
し
た
凍
結
防
止
施

　

設
の
整
備

・
普
通
財
産
の
売
却
、
貸
付
収
入 

　
（
不
動
産
売
払
27
件
な
ど
）

・
普
通
財
産
売
却
に
係
る
標
準
価
格

　

算
定
基
準
の
見
直
し
を
実
施 

ほ
か

●
財
政
の
健
全
性
の
確
保

　

市
税
等
の
収
納
率
の
維
持
向
上
な

ど
歳
入
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

コ
ス
ト
縮
減
や
補
助
金
の
見
直
し
、

人
件
費
総
額
の
削
減
な
ど
に
よ
る
歳

出
の
抑
制
、
市
債
残
高
の
縮
減
に
取

り
組
み
、
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入

な
ど
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

◆
主
な
取
り
組
み

・
高
山
市
徴
収
強
化
月
間
で
は
、
各

　

徴
収
担
当
課
が
連
携
し
て
滞
納
整

　

理
を
実
施

・
飛
驒
印
刷
協
同
組
合
と
の
公
用
封

　

筒
の
作
成
及
び
無
償
提
供
に
関
す

　

る
協
定
の
締
結

・
第
４
期
公
共
工
事
等
コ
ス
ト
縮
減

　

行
動
計
画
に
基
づ
く
コ
ス
ト
縮
減

　

の
推
進

・
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類

　

の
作
成
、
公
開

・
市
債
残
高
の
縮
減

・
高
山
市
公
金
管
理
・
運
用
方
針
の

　

策
定　

ほ
か　

　

平
成
30
年
度
以
降
も
高
山
市
が
将

来
に
向
か
っ
て
持
続
的
な
発
展
を
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
所
管
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

に
よ
る
進
捗
管
理
を
確
実
に
行
う
と

と
も
に
、
新
た
な
課
題
に
対
し
て
は

項
目
を
追
加
し
行
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
で

生
み
出
し
た
財
源
は
、
い
っ
そ
う
厳

し
い
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
市

税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
る
備

え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
用

し
ま
す
。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
は
市
民

コ
ー
ナ
ー（
本
庁
１
階
）や
各
支

所
、
HP
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

飛驒印刷協同組合との公用封筒の作成飛驒印刷協同組合との公用封筒の作成
及び無償提供に関する協定の締結及び無償提供に関する協定の締結

●行政改革における数値目標の現況
　（１）人件費削減額

項　目
基準値

（H25）（A）
年度別実績 目標値

（H31）
取組実績
（B）－（A）H26 H27 H28 H29（B）

人件費総額※　　
（  ）前年度対比 75.3億円 75.8億円

（0.5億円）
73.3億円

（△2.5億円）
72.1億円

（△1.2億円）
72.9億円
（0.8億円） △1.8億円 △2.4億円

※職員、嘱託職員、議員、各種委員等の人件費総額（職員の退職手当を除く）

　（２）職員数

項　目
基準値

（H25）（A）
年度別実績（年度当初） 目標値

（H31）
取組実績
（B）－（A）H26 H27 H28 H29 H30（B）

職員数　　　　　
（  ）前年度対比 1,048人 1,022人

（△26人）
968人

（△54人）
961人

（△ 7人）
975人
（14人）

976人
（　1人） 970人 △72人

正 職 員 数 897人 872人
（△25人）

837人
（△35人）

830人
（△ 7人）

832人
（2人）

828人
（△ 4人） 830人 △69人

嘱 託 職 員 数 151人 144人
（△ 7人）

122人
（△22人）

123人
（1人）

125人
（2人）

129人
（4人） 110人 △22人

再任用職員数※ 0人 6人
（6人）

9人
（3人）

8人
（△ 1人）

18人
（10人）

19人
（1人）  30人 19人

※定年退職後の雇用継続制度に基づき再度任用した職員数



4
２０１８.9.１

問
合
先
協
働
推
進
課

☎
35-

３
４
１
２

期　日 内　　容 場　所

4日㈫ 本会議 議場

12日㈬ 本会議（一般質問） 議場

13日㈭ 本会議（一般質問） 議場

14日㈮
本会議（一般質問） 議場

議会運営委員会（本会議終了後） 全員協議会室

19日㈬ 総務環境委員会 全員協議会室

20日㈭ 福祉文教委員会 全員協議会室

21日㈮ 産業建設委員会 全員協議会室

25日㈫ 予算決算特別委員会 全員協議会室

26日㈬ 予算決算特別委員会 全員協議会室

27日㈭ 予算決算特別委員会 全員協議会室

28日㈮ 本会議 議場

　

平
成
30
年
高
山
市
議
会
9
月
定
例
会

が
9
月
4
日
㈫
か
ら
28
日
㈮
ま
で
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
議
は
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
手
話
通
訳
や
要

約
筆
記
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
の
様
子
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ヒ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
で
も
中

継
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
左
記
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

市
議
会
定
例
会
は
９
月
４
日
に
開
会

　

り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
議
も
開
始
時
刻
は
午
前

　

9
時
30
分
か
ら
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
中
継

問
合
先
議
会
事
務
局

☎
35-

３
１
５
２

FAX１
０
０
９
６
９
１

35-

３
１
７
０

広
報
ID

■定例会の日程

　

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
平
和
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
平
和

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
国
際
連
合
の
平
和
の

記
念
日
「
国
際
平
和
デ
ー
」
に
あ
た
る
９
月
21
日

を「
高
山
市
平
和
の
日
」と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
は
、「
国

際
平
和
デ
ー
」
を
記
念
し
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
「
平
和
の
鐘
」
が
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
こ

の
取
り
組
み

に
賛
同
し
、

平
和
へ
の
願

い
と
感
謝
の

気
持
ち
が
未

来
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と

を
願
い
、
市

内
外
の
寺
院

や
自
治
体
な

ど
へ
、
同
日
正
午
に
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
平
和
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
今
、
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
日
同
時
刻
に
市
役
所
庁
舎
前
の
高
山

市
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
「
平
和
へ
の
絆
」
の
鉦
を
打

ち
鳴
ら
し
ま
す
。
鉦
は
ど
な
た
で
も
打
ち
鳴
ら
し

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

市
で
は
、高
山
市
平
和
都
市
宣
言
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

市
役
所
本
庁
や
支
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
入
用
の
方
は

協
働
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
21
日
は「
高
山
市
平
和
の
日
」

　
　
　

一
斉
鐘
打
・「
平
和
へ
の
絆
」の
鉦
の
打
ち
鳴
ら
し

瑞
宝
双
光
章（
税
務
行
政
事
務
功
労
）

垣か
き

根ね　

不ふ

二じ

男お 

さ
ん 

（88）　

森
下
町
１

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
合
先
広
報
情
報
課

☎
35-

３
１
３
４
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認定候補者を募集します
認
定
基
準
の
概
要　

●
商
工
分
野
や
農
林
畜
水
産
分
野

　

の
も
の
づ
く
り
の
職
種
に
お
い

　

て
、
特
に
優
れ
た
技
術
水
準
を

　

有
す
る
方

●
10
年
以
上
継
続
し
て
認
定
職
種

　

に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
職
種

　

で
生
計
を
立
て
て
い
る
方

●
同
業
者
で
組
織
す
る
組
合
な
ど

　

の
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

　

団
体
に
加
入
し
て
い
る
方

●
後
継
者
の
指
導
育
成
や
業
界
の

　

発
展
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ

　

て
い
る
方

●
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

で
、
今
年
４
月
１
日
現
在
で
40

歳
以
上
の
方

●
市
税
に
滞
納
の
な
い
方　

ほ
か

申
請
方
法

　
　

市
役
所
各
窓
口
や
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書

　

類
を
添
え
て
９
月
28
日
㈮
ま
で

　

に
各
窓
口
に
提
出

▽
商
工
分
野
…
商
工
課
（
本
庁
２

　

階
）

▽
農
林
畜
水
産
分
野
…
農
務
課
、　  

　

林
務
課
、
畜
産
課
（
い
ず
れ
も

　

本
庁
６
階
） 

そ
の
他

❶ 

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
団
体
な
ど
か
ら
推
薦

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

・
認
定
対
象
者
（
事
業
所
）
が
所

　

属
す
る
組
合
な
ど
の
団
体

・
所
属
団
体
が
な
い
場
合
は
、
同

　

業
種
や
関
連
業
種
の
事
業
所
代

　

表
❷ 

飛
驒
高
山
の
名
匠
に
認
定
さ
れ   

　

た
方
は
、
学
校
な
ど
で
開
講
す

　

る
も
の
づ
く
り
教
室
な
ど
で
の

　

指
導
や
市
が
主
催
す
る
講
演
会

　

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　市では、飛驒の匠の心とものづくりに関
わる優れた技術の継承を支援するため、
産業の活性化や後継者育成などに取り
組む技術者を「飛驒高山の名匠」として
認定しています。
　平成30年度認定候補者を募集します
ので、ぜひご応募ください。
　なお、認定制度の詳細については市ホームペー
ジをご覧ください。

申込・問合先
商
工
課 

☎
35-

３
１
４
４

農
務
課 

☎
35-

３
１
４
１

林
務
課 

☎
35-

３
１
４
３

畜
産
課 

☎
35-

３
１
４
２

昨年度の認定証交付式のようす昨年度の認定証交付式のようす

広報ID 1002814

9
月
9
日
は「
救
急
の
日
で
す
」

備
え
て
つ
な
ご
う
命
の
輪

問
合
先
高
山
消
防
署
救
急
課

☎
32-

０
１
１
９

心停止の予防 早期認識と通報 一次救命処置 二次救命処置と
心拍再開後の集中治療

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」で
、こ
の
日
を
含

む
一
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。高
山
消

防
署
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ

ト
」と
と
も
に
、救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
８
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ま
ち
ス
ポ
飛
驒
高
山

　
　
　
（
フ
レ
ス
ポ
飛
驒
高
山
内
・
天
満
町
１
）

内
容　

救
急
車
の
展
示
、
簡
易
人
形
を
使
っ
た

心
肺
蘇
生
法
体
験
、
救
急
救
命
士
の
仕

事
紹
介
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　

市
で
は
、
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
長
寿
の
方
に
祝
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
１
日
現
在
で
の
該
当
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
１
０
０
歳
を
超
え
る
方
55
人（
男
性
７
人
・
女
性
48
人
）

　

最
高
齢
者
は
女
性
１
０
８
歳（
明
治
43
年
生
）、
男
性
１
０
５
歳（
大
正
２
年
生
）

◆
満
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
27
人（
男
性
２
人
・
女
性
25
人
）

◆
米
寿
の
方（
※
） 

６
２
４
人（
男
性
２
３
４
人
・
女
性
３
９
０
人
）

※
数
え
年
88
歳
の
方
。
米
寿
の
方
へ
は
民
生
児
童
委
員
等
が
訪
問
し
、
祝
品

　

を
贈
呈
し
ま
す
。

問
合
先
高
年
介
護
課

☎
35-

３
１
７
８

　

敬
老
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
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ごみ処理
の現状

　市では、長年使用してきたごみ
焼却施設に替わる、新ごみ焼却施
設建設の検討をすすめています。
　ごみの発生抑制や処理について
は、市民の皆さまのご理解とご協
力が必要であり、ごみ処理事業に
関する情報をシリーズで提供して
います。
　今回は、資源リサイクルセン
ター周辺で現在実施している生活
環境影響調査についてお知らせし
ます。

みんなで考えよう  シリーズ4みんなで考えよう  シリーズ4

問合先 生活環境課　☎35-3138

◆
予
測
・
影
響
の
分
析
に
つ
い
て　

　

焼
却
施
設
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
で
処
理
を
行
っ
た
後
、
煙
突

か
ら
大
気
中
に
出
て
い
く
排
ガ
ス
は
、
そ
の
時
の
天
候
や
風
向
、
風

速
、
気
温
な
ど
に
よ
っ
て
拡
散
状
態
が
逐
次
変
化
し
ま
す
。

　

晴
れ
て
い
て
、風
の
な
い
日
は
真
上
に
排
ガ
ス
が
出
て
い
き
ま
す
が
、

冬
の
寒
い
日
は
、
あ
ま
り
上
空
に
上
が
ら
な
か
っ
た
り
、
強
風
に
よ
っ

て
真
横
に
流
れ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
施
設
周
辺
の
気
象
状
況
を
把
握
し
、
煙
突
の
高
さ
な
ど

の
条
件
を
加
味
し
た「
排
ガ
ス
の
拡
散
状
況
」を
予
測
す
る
た
め
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
、１
年
間
に
わ
た
り
毎
時
間
、

風
向
、
風
速
、
気
温
、
湿
度
、
日
射
量
な
ど
の
地
上
気
象
を
調
査
し

ま
す
。

　

ま
た
、
排
ガ
ス
の
拡
散
に
は
、
上
空
の
気
象
状
況（
上
層
気
象
）も

影
響
し
ま
す
の
で
、
夏
季
と
冬
季
に
上
空
１
，５
０
０
ｍ
ま
で
の
気

温
、
風
向
、
風
速
を
調
査
し
ま
す
。【
写
真
２
】

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
調
査
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
状
況
や
結
果

に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次
第
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
施
設
の
周
辺
環
境
の
保
全
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ごみ減量化に一人ひとりが取り組みましょう！
◆
生
活
環
境
影
響
調
査
を
実
施
中
で
す

　

市
で
は
現
在
、
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働
に
伴
う
周
辺
環
境
へ
の
影

響
を
専
門
機
関
に
依
頼
し
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
に
は
、
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
物
質
に
よ
る
大
気
汚

染
や
ご
み
ピ
ッ
ト
な
ど
か
ら
の
悪
臭
、
洗
浄
水
な
ど
に
よ
る
水
質
汚

濁
、
設
備
の
稼
働
に
伴
う
騒
音
、
振
動
、
さ
ら
に
は
ご
み
搬
入
車
両

に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
大
気
汚
染
な
ど
、
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
の
あ
る
要
因
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働
に
お
い
て
は
、
法
で
定

め
ら
れ
た
技
術
的
基
準
に
則
り
、
環
境
基
準
値
な
ど
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
し
、
安
全
で
適
正
な
稼
働
に
鋭
意
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。　

　

今
回
、
ご
み
焼
却
施
設
周
辺
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
廃
棄
物
処
理
施
設
生
活
環
境
影
響

調
査
指
針
」に
準
じ
て
、大
気
質
、悪
臭
、騒
音
、振
動
な
ど
に
つ
い
て
、

施
設
の
敷
地
内
の
他
、
施
設
の
東
西
南
北
に
位
置
す
る
住
宅
地
な
ど

で
、
現
況
を
１
年
間
詳
細
に
調
査
し
、
施
設
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響

を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
、主
な
調
査
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
気
質
調
査

　

施
設
周
辺
の
大
気
の
中
に
、
大
気
汚
染
物
質
と
い
わ
れ
る
窒
素
酸

化
物
や
硫
黄
酸
化
物
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
、
塩
化
水
素
の
他
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
調
査
し
ま
す
。

騒
音
・
振
動
調
査

　

焼
却
施
設
で
稼
働
す
る
機
械
な
ど
に
よ
る
騒
音
や
振
動
を
施
設
の

稼
働
し
て
い
る
時
と
点
検
な
ど
で
休
ん
で
い
る
時
で
比
較
調
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
搬
入
車
両
に
よ
る
騒
音
や
振
動
を
施
設
周
辺
道
路
２

カ
所
で
、
夏
季
と
冬
季
に
、
そ
れ
ぞ
れ
平
日
と
収
集
受
付
が
休
み
と

な
る
日
曜
日
に
調
査
し
ま
す
。

　

道
路
の
騒
音
、
振
動
調
査
に
あ
わ
せ
て
、
交
通
量
調
査
も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
騒
音
、
振
動
お
よ
び
交
通
量
調
査
は
、
朝
の
６
時
か
ら

翌
日
の
朝
６
時
ま
で
24
時
間
実
施
し
ま
す
。

悪
臭
調
査

　

施
設
か
ら
悪
臭
が
漏
れ
て
い
た
り
、
排
ガ
ス
の
影
響
に
よ
る
悪
臭

が
発
生
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、
悪
臭
調
査
を
毎
月
実
施
し

ま
す
。

　

調
査
地
点
の
空
気
を
採
取
し
て
、
人
間
の
感
覚
で「
臭
い
の
強
さ
」

を
判
定
す
る
臭
気
指
数（
※
１
）と
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
特
定
の
悪
臭
物

質
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
特
定
悪
臭
物
質
調

査
の
２
つ
の
方
法
で
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
地
点
は
、
周
辺
の
町
内
会
の
公
民
館
の
他
、
地
元
に
お
住
い

の
方
々
の
ご
意
見
を
基
に
決
め
て
い
ま
す
。

※
１  

臭
気
指
数

　

臭
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
混
じ
っ
て
発
生
し
て
お
り
、
分
析
し
て
も
特

定
の
悪
臭
物
質
が
検
出
さ
れ
ず
実
態
と
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
採
取
し
た
空
気
の
臭
い
を
６
人
の
判
定
者
が
嗅
い
で
、
ど
こ
ま
で

薄
め
た
ら
感
じ
な
く
な
る
か
と
い
う
倍
率
を
求
め
、
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。

水
質
調
査

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
お
よ
び
埋
立
処
分
地
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
、
各
施
設
の
汚
水
処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か

ら
市
の
下
水
道
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

念
の
た
め
、
施
設
か
ら
有
害
成
分
を
含
む
汚
水
な
ど
が
施
設
外
に

流
出
し
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
、
施
設
の
下
流
に
位
置
し
て
い
る
黒

岩
谷
川
の
水
質
検
査
を
年
２
回
実
施
し
ま
す
。

【
写
真
１
】

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
つ
い
て
は
毎
月
、

そ
の
他
の
物
質
に
つ

い
て
は
、
年
４
回

調
査
し
ま
す
。

　

大
気
質
は
、
施

設
の
敷
地
内
の
ほ

か
、
東
西
南
北
の

住
宅
地
４
カ
所
、

搬
入
車
両
が
通
行

す
る
道
路
２
カ
所

で
調
査
し
ま
す
。

資源リサイクルセンター敷地内の大気質調査状況

資源リサイクルセンター
敷地内の上層気象調査状況

【写真1】【写真1】

【写真2】【写真2】
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指定管理者
　2019年4月から 2024年3月までの
5年間、公共施設の管理・運営を民間
事業者などに任せる指定管理者の募集
を下記のとおり行います。

指定管理者を募集する施設 指定期間　2019年4月1日～ 2024年3月31日（5年間）
募集期間　9月3日㈪～ 10月12日㈮

応募の対象や選定の流れは…
　指定管理者になることができるのは、企業やNPO法人
などの団体で、法人格の有無は問いません。また、複数
の団体がグループとして応募することもできます。
　ただし個人が応募することはできません。
　応募者は申請書や事業計画書、収支予算書などを提
出し、民間の有識者も加わった選考委員会で審査され、もっ
とも適当と認められる候補者を選定し、市議会の議決を経
て指定管理者として指定されます。今回の募集も前回同
様、施設をグループ化して行います。
　詳細は各施設の所管課へお問い合わせください。

指定管理者制度とは
　公共施設の管理・運営を民間事業者などが担い、施
設の設置目的に沿った施設の管理や行事の計画・実行を
包括的に行うもので、清掃や警備、保守といった一部業
務の委託と異なります。施設の管理・運営には公正かつ
適正で、利用者ニーズへの柔軟な対応、質の高いサー
ビス提供、効率的な管理による経費削減を目的とし、市と
指定管理者の良好なパートナーシップのもと実施するもの
です。

グループ
№ 施　設　名　称 利用

料金制
募集
範囲 所管課

1

高山市図書館　「煥章館」

有 全国 生涯学習課
☎35-3155

高山市図書館　丹生川分館

高山市図書館　清見分館

高山市図書館　荘川分館

高山市図書館　一之宮分館

高山市図書館　久々野分館

高山市図書館　朝日分館

高山市図書館　高根分館

高山市図書館　国府分館

高山市図書館　上宝分館

2
高山市勤労青少年ホーム

無 市内 生涯学習課
☎35-3155高山市女性青少年会館

3

高山市民プール

有 全国 スポーツ推進課
☎35-3157

清見Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

清見Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

清見グラウンド

清見テニスコート

清見高齢者運動広場

国府スポーツ公園

国府Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

国府Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

国府グラウンド

4

国府屋外ゲートボール場

有 市内 スポーツ推進課
☎35-3157国府芝生広場

国府屋内運動場

5 飛驒高山観光案内所 無 市内 観光課
☎35-3145

グループ
№ 施　設　名　称 利用

料金制
募集
範囲 所管課

6

高山市山王児童センター

有 市内
子育て支援課
☎35-3140高山市城山児童センター

高山市ふれあい児童館

高山市ふれあい老人いこいの家 高年介護課
☎35-3178

7

高山市営火葬場

無 市内 火葬場建設推進室
☎57-7755高山市営荘川火葬場

高山市営久々野火葬場

8
飛驒民俗村

有 全国
観光課
 ☎35-3145

友好の丘 都市計画課
☎35-3180

9
宮地家住宅

無 市内 文化財課
☎35-3156松本家住宅

10 城山公園 有 市内 都市計画課
☎35-3180

11
原山市民公園

有 市内 都市計画課
☎35-3180松倉シンボル広場

12 高山市水道事業施設（２８施設） 無 市内 上水道課
☎35-3149

13 高山市丹生川老人いこいの家 有 市内 高年介護課
☎35-3178

14 高山市国府老人いこいの家 有 市内 高年介護課
☎35-3178

15 岩舟河川公園 有 市内 観光課
☎35-3145

16 乗鞍バスターミナル 有 市内 観光課
☎35-3145

17 ジョイフル朴の木 有 市内 観光課
☎35-3145

18 荒川家住宅 有 市内 文化財課
☎35-3156

19

飛驒日和田体育館

有 市内 スポーツ推進課
☎35-3157高根総合グラウンド

日和田ハイランド陸上競技場

20
新穂高センター

有 市内 観光課
☎35-3145新穂高駐車場

公共サービスの担い手

※利用料金制・・・施設の使用料を指定管理者の収入とする制度
※募集範囲・・・応募団体の主たる事業所（本社・本店など）の所在地
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２
０
１
８
飛
驒
の
家
具
®

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

飛
驒
・
高
山
新
作
家
具
の
展
示
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り

ま
す
。

期
日　

９
月
５
日
㈬
〜
９
日
㈰

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所　

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
（
千
島
町
）

劇団かかし座 影絵劇
長靴をはいた ねこ

　劇団かかし座は、NHK専属の影絵劇団と
して 1952年に創立。現在は影絵の映像手
法を取り入れた舞台作品や映像作品を全国
に発信しています。
　会場では、動物の手影絵やオリジナルの
人形をスクリーンに投影して、自由に影絵で
遊ぶこともできます。
期日　10月6日㈯
時間　午前10時開演（開場は 30分前）
場所　こくふ交流センター さくらホール
　　　（国府町広瀬町）
チケット　大人1,000円、小中学生500円
販売場所　こくふ交流センター、市民文化
　　　　　会館

飛
驒
の
里
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

わ
ら
細
工
や
千
鳥
格
子
、
さ
し
こ
、

機
織
り
な
ど
の
各
種
体
験
を
日
替
わ
り

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
馬
や
コ

マ
回
し
、
け
ん
玉
な
ど
で
自
由
に
遊
べ

ま
す
（
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）。

な
お
、
飛
驒
の
里
内
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
自
慢
の
わ

ん
ち
ゃ
ん
画
像
を
募
集
中
で
す
。
入

賞
し
た
画
像
は
飛
驒
の
里
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。
応
募
期

間
は
10
月
14
日
㈰
ま
で
で
す
。

場
所　

飛
驒
の
里
（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

入
館
無
料
で
す
。

秋のイベント情報
Information on Autumn Events

問
合
先
飛
驒
民
俗
村

☎
34-

４
７
１
１

荘
川
村
芝
居

約
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
村
芝

居
で
す
。
町
内
４
神
社
で
行
わ
れ
ま

す
。

●

黒
谷
白
山
神
社
（
荘
川
町
黒
谷
）

　

期
日　

９
月
１
日
㈯

●

一
色
惣
則
白
山
神
社（
荘
川
町
一
色
）

　

期
日　

９
月
２
日
㈰

●

野
々
俣
神
社
（
荘
川
町
野
々
俣
）

　

期
日　

９
月
３
日
㈪

●
荘
川
神
社
（
荘
川
町
中
畑
）

　

期
日　

９
月
14
日
㈮

※
開
演
は
午
後
７
時
、
獅
子
舞
な
ど
の

後
に
午
後
８
時
こ
ろ
か
ら
村
芝
居

が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
荘
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
７
６
９-

２-

２
２
１
１

全
飛
発
明
く
ふ
う
展
・

　

未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展

　

一
般
の
方
や
小
中
学
生
の
発
明
・

ア
イ
デ
ア
作
品
の
ほ
か
、
図
書
館
を

使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
展
示
、
特
別
企
画
と
し
て
飛
驒

神
岡
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
部
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
や

高
山
工
業
高
校
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
「
飛
驒
の
匠
工
房
」
の
作
品
展

示
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　

９
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
〜
７
時

　

９
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後

　
　
　
　
　
　
　

７
時

　

９
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後

　
　
　
　
　
　
　

４
時

※
ロ
ボ
ッ
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
16

　

日
㈰
午
前
11
時
30
分
か
ら
約
１
時

　

間
。

場
所　

市
民
文
化
会
館（
昭
和
町
１
）

問
合
先
飛
驒
木
工
連
合
会
事
務
局

☎
32-

２
１
０
０

問
合
先
商
工
課

☎
35-

３
１
４
４

飛驒のおいしいものが勢ぞろい！ 2018秋 飛驒の味まつり飛驒のおいしいものが勢ぞろい！ 2018秋 飛驒の味まつり
9月8日㈯、9日㈰　本町1・2丁目商店街9月8日㈯、9日㈰　本町1・2丁目商店街

問合先：飛驒地域地場産業振興センター ☎35-0370問合先：飛驒地域地場産業振興センター ☎35-0370

高
校
生
が
知
り
た
い
・
聞
き
た
い

　

大
学
フ
ェ
ア
in
飛
驒
高
山

　

岐
阜
大
学
や
名
古
屋
芸
術
大
学
、

愛
知
大
学
な
ど
、
市
の
連
携
大
学
を

は
じ
め
26
大
学
が
出
展
し
、
各
大
学

の
紹
介
や
公
開
講
座
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

高
校
生
や
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

期
日　

９
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
（
千
島
町
）

問
合
先

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
活
用
推
進
協
議
会

（
同
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37-

６
１
１
１

＊
火
曜
定
休

問合先 こくふコミュニティ事務局
☎72-4480

特別企画
ロボットパフォーマンス
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幸せの連鎖を起こそう
チャリティー音楽イベント
Bonsai -OTERA de FESTA-
　本イベントを通して、チャリティー活動やストリートチルドレンを
はじめとする世界が抱えている貧困問題について、より多くの人
に関心を持ってもらうことを目的に開催します。
　会場では、バンドの演奏をはじめ、飲食・雑貨の販売、アー
ト作品の展示なども行われます。
※ 収益の一部は、ストリートチルドレン支援団体「KITO   
international」の活動資金として届けます。

日時　10月7日㈰　午前11時～午後7時（予定）
場所　愛染霊泉寺（千島町）
チケット（ワンドリンク付き）
　前売り 2,500円　当日 3,000円
※前売りチケットのお求めは、メールにてご予約ください（氏名、
　枚数、電話番号を明記）
　一部出店店舗でも取り扱っています。

Baraka Dunia
代表　表

おもて

　萌
も

々
も

花
か

さん
　　　　  （国府町宇津江）
　中学生の頃、貧困に苦しむ
子どもを支援する寄付活動に母
親が参加していた影響で、自身
もルワンダの女の子に毎月、小
遣いから4,500円を送っていた。
　「ルワンダで会いたい」との思いから、アルバイトをしなが
ら学べる通信制に進学し、旅の資金を貯めた。
　高校卒業後、東南アジアやケニア、欧州など 15カ国
で孤児院の子どもの世話を行うなどボランティア活動を
行った。
　平成29年7月、世界中の貧困に苦しむ子どもを支援
する目的で、旅行中に知り合った外国人たちと任意団体
「Baraka Dunia」（ケニアの公用語であるスワヒリ語で
「世界に祝福を」）を設立。
　「支援を必要とする子どもと、支援したい人をつなぐ役
割を担いたい」と意欲的に活動している。

　今年の総合防災訓練は 9月30日㈰に行います。当日
は午前8時、地震発生を想定した緊急地震速報（防災行
政無線や高山防災ラジオ）を合図に、避難誘導や炊き出
し、初期消火など、さまざまな訓練を市内各所で行い
ます。休日朝からの放送にご理解をお願いします。
日時　9月30日㈰　午前8時～正午
各地の主な訓練会場
高山：市役所、南小学校　丹生川：丹生川支所
清見：清見支所　荘川：荘川総合センター
一之宮：一之宮支所　久々野：虹流館くぐの
朝日：黒川公民館　高根：中洞公民館
国府：宮地公民館　上宝・奥飛驒：見座集落センター

高山生活学校50周年記念生活展・
飛驒地区生活学校研究交流集会講演会
　高山生活学校開校50周年を記念し、これまでのあゆみ
を展示します。また、大

おおおしただいえん

下大圓さん（千光寺住職）をお招き
し、講演いただきます。参加無料、事前申込不要。
日時　9月11日㈫　午後1時～ 6時
　　　9月12日㈬　午前9時～午後4時30分
※講演会は午前10時20分～ 11時40分
場所　市民文化会館（昭和町1）

　高山市出身の女優松田まどかさんが初主演し、2001年ベル
リン国際映画祭でグランプリを獲得した本作品を高山で初上映し
ます。ご本人の舞台挨拶もあります。
　また、高山市が製作した松田さんの主演映画「きみとみる風
景」も同時上映します。

日時　9月15日㈯　午後1時30分～、午後6時～
場所　市民文化会館小ホール（昭和町1）
チケット　500円（年度共通券）
チケット販売　市民文化会館

高山市文化芸術鑑賞事業
ワンコインシネマ 「NAGISA」「きみとみる風景」

（一社）高山市文化協会
☎34-6550問合先

Baraka Dunia（NGO任意団体）
☎090-5861-1262（代表：表）
Mail：bonsai.fes.hida@gmail.com

問合先

生涯学習課  ☎35-3155問合先

岐阜県プロフェッショナル人材戦略講演会
　パーソルホールディングス株式会社でシニアマネージャーを
務める市

いち の よ し ひ さ

野喜久さんをお招きし、東海圏における今後の人
材確保の動向などについて講演いただきます。
日時　9月18日㈫午後1時30分～ 4時
場所　市役所地下市民ホール（花岡町2）
対象　県内企業の経営者、人事担当者
申込方法　HPにある申込書に必要事項を記入のうえFAX・MAIL

申 込
問合先

岐阜県プロフェッショナル人材戦略拠点
☎058-277-1096  FAX058-278-1148
Mail:pro-jinzai@jinzai-gifu.jp

事前の一策は事後の百策に勝る事前の一策は事後の百策に勝る
総合防災訓練は9月30日総合防災訓練は9月30日

問合先 危機管理課  ☎35-3345 
各支所地域振興課
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問
合
先
高
山
消
防
署
警
防
課

☎
32-
０
１
１
９

問合先 飛驒県事務所  ☎33‒1111（内線234）

破
損
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

近
年
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
一
般
住
宅
や
小
規
模
事
業
所
等

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
設
置
者
の
皆
様
は
、
設
備
の
異
常
を
感
じ
た
場

合
や
故
障
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
遮
断
す
る
。
ま

た
は
工
事
業
者
や
メ
ー
カ
ー
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
連
絡
す
る

な
ど
の
対
応
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
等
に
よ
り
、
設
備
が
破
損
や
浸
水
し
た
場
合
に
は
、
感
電
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
み
だ
り
に
人
が
触
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
囲
い

を
設
け
、
さ
ら
に
は
貼
紙
等
で
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●破損していても光があると発電しているため、触れ
　ると感電する恐れがあります。不用意に近づかない
　でください。

●大部分がガラスで構成されており、大変危険です。
　撤去作業をする場合は怪我の防止に努めてください。

●水濡れによりパネルに含まれている鉛などの有害物
　質が流出する危険性があるため、ブルーシートで覆
　うなどの水濡れ対策をしてください。

●対処にあたっては、販売・施工業者に連絡し、適切
　な処置を依頼してください。
※ご自分で廃棄される場合は、事前に資源リサイクル
　センターにご相談ください。

災害などで太陽光発電設備が破損した場合
は、次のことに注意してください。

問合先 資源リサイクルセンター
☎35‒1244

　

乗
鞍
岳
や
白
山
に
は
登
っ
た
が
、

穂
高
連
峰
に
は
登
っ
て
い
な
い
と

い
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
西

穂
高
岳
独
標
か
ら
先
は
ル
ー
ト
が

切
り
立
っ
た
岩
稜
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
初
心
者
は
足
が
す
く
ん
で

し
ま
い
、
な
か
な
か
行
け
な
い
そ

う
で
す
。
こ
の
理
由
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
穂
高
連
峰
の
大
地
が
氷
河

期
を
経
て
氷
河
や
水
に
侵
食
さ
れ

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
乗
鞍
岳

や
白
山
は
、
氷
河
期
が
終
わ
っ
た

後
に
溶
岩
が
流
れ
た
た
め
な
だ
ら

か
な
斜
面
が
残
り
、
比
較
的
登
り

や
す
い
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
穂
高
連
峰
を
形

成
す
る
岩
石
が
石
材
に
使
わ
れ
る

く
ら
い
硬
い
岩
石
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
岩
石
は
１
７
６
万
年
前
ご

ろ
、
穂
高
連
峰
一
帯
の
地
下
か
ら

マ
グ
マ
が
大
噴
出
し
て
で
き
ま
し

た
。
大
噴
出
は
地
下
の
マ
グ
マ
だ

ま
り
に
上
部
の
大
地
が
落
ち
込
ん

だ
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
地
が
落
ち
込
ん
だ
巨
大
な
く

ぼ
み
を
カ
ル
デ
ラ
と
い
い
ま
す
。

そ
こ
に
大
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
火

砕
流
と
な
り
堆
積
し
、
溶
結
凝
灰

岩
と
い
う
硬
い
岩
石
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
、
穂
高
安

山
岩
類
と
い
い
ま
す
。
カ
ル
デ
ラ

だ
っ
た
と
こ
ろ
は
侵
食
を
受
け
つ

つ
ど
ん
ど
ん
隆
起
し
、
３
、０
０
０

ｍ
を
超
え
る
山
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
穂
高
連
峰
の
カ
ル
デ
ラ

か
ら
あ
ふ
れ
た
火
砕
流
は
高
山
市

東
部
に
流
れ
下
り
、
丹
生
川
町
の

高
台
を
造
り
、
上
野
平
で
は
厚
さ

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
堆
積
し
ま
し
た
。

　

こ
の
火
砕
流
は
丹
生
川
火
砕
流

と
よ
ば
れ
ま
す
。
こ
の
火
砕
流
の

堆
積
物
は
石
材
と
し
て
採
掘
さ
れ
、

神
社
の
石
灯
篭
に
加
工
さ
れ
た
り
、

高
山
市
の
え
び
坂
の
石
垣
上
部
の

角
ば
っ
た
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

鷲
見　

浩
）

穂
高
連
峰
と
同
じ
え
び
坂
の

石
垣

問
合
先
飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会

☎
０
５
７
８-

８
４-

０
０
３
８

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
９
章
）

　銃砲刀剣類の登録手続きについて、飛驒地区での審査会を実施します。
日時　９月１４日㈮　午前10時～午後2時（正午～午後1時を除く）
場所　飛驒総合庁舎中会議室（上岡本町7）
内容　・銃砲刀剣類の登録申請　家を整理していて発見した場合、新
規登録が必要です。最寄りの警察署へ届出をして、「発見届」を持参のう
え、本審査会へ持ち込んでください（手数料6,300円）
・登録証の再交付　登録証を紛失している場合、現物審査のうえ状況と
一致する銃砲刀剣類の登録を調査します。確認できた場合、再交付します。

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。また、議題など詳
　細についても担当課へお問い合わせください。

開催日 会議名ほか 担当課

9月3日
㈪

庁議（幹部会）
8：30～ 市役所  4階特別会議室

企画課
☎35-3131

選挙管理委員会
9：00～　市役所 4階中会議室

選挙管理委員会事務局
☎35-3133

銃砲刀剣類登録審査会を実施します



11
２０１８.９.１

問
合
先
市
民
課

☎
35-

３
１
３
７

各
支
所
地
域
振
興
課

国民健康保険
被保険者証を
更新します

簡易書留で
お届けします

●時間はいずれも午後からです。
※印の学校で受診する方は、健診内容
　の一部を別日に行います。

10
月
1
日
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証
（
み
ど
り
色
）
を

９
月
中
旬
、
郵
便
局
員
が
直
接
手
渡

し
す
る
「
簡
易
書
留
郵
便
」
で
世
帯

ご
と
に
お
届
け
し
ま
す
。

配
達
時
に
不
在
の
場
合

配
達
時
に
不
在
の
場
合
「
郵
便
物

等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」
が
投
函

さ
れ
ま
す
の
で
、
「
お
知
ら
せ
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
郵
便
局
に
連
絡

し
、
都
合
の
よ
い
日
に
再
配
達
を
希

望
さ
れ
る
か
、
郵
便
局
に
て
直
接
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が

過
ぎ
た
場
合

「
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
保
管
期
間
が
過
ぎ
た
郵
便
物
は
市

役
所
に
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

以
降
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。
10
月

1
日
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　市内の私立幼稚園（美鳩幼稚園、高山幼稚園、高山短期大学附属幼稚園）では、平成31年度の入園申込みを各幼稚園
で9月1日㈯から受け付けます。入園申込書は各園にありますので、必要事項を記入のうえお申し込みください。詳細は
各園にお気軽にお問い合わせください。

●年少児：平成27年4月2日～平成28年4月1日生
●年中児：平成26年4月2日～平成27年4月1日生
●年長児：平成25年4月2日～平成26年4月1日生
※満3歳児（平成28年4月2日～平成29年4月1日生）については各園
にお問い合わせください。

　市では、保護者の所得などに応じて、入園料・保育
料の一部を助成、または保育料の決定をしています。
　詳しくは各園または教育総務課（☎35-3153）ま
でお問い合わせください。

園　名 受　付　時　間 電話番号・所在地 備　　考

美 鳩 幼 稚 園 平　日：午前8時～午後5時
第1・3・5土曜日：午前8時～正午（事前に連絡）

☎ 34-3538
下林町 353

郵送可
日曜・祝日、第２・4土曜日は休み

高 山 幼 稚 園 平　日：午前8時～午後5時
土曜日：事前に連絡

☎ 33-1000
片野町 2-279

郵送可　日曜・祝日は休み
時間外可（ただし、事前に連絡）

高 山 短 期 大 学
附 属 幼 稚 園

平　日：午前8時～午後5時
土曜日：午前9時～正午（事前に連絡）

☎ 34-6350
下岡本町 2241

郵送可　日曜・祝日は休み
時間外可（ただし、事前に連絡）

対
象
年
齢 

平成31年度

私立幼稚園（美鳩幼稚園、高山幼稚園、高山短期大学附属幼稚園）の園児募集

問合先 学校教育課  ☎35‒3154

就
学
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

身
体
の
疾
患
な
ど
を
検
査
す

る
た
め
、来
春
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、会
場
や
日
時
を
確

認
の
う
え
、必
ず
保
護
者
が
付
き

添
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

期　日 会　　　場
9月26日㈬ 江名子小
10月2日㈫ 宮小、本郷小（※）
10月3日㈬ 北小、朝日小（※）
10月4日㈭ 岩滝小、清見小
10月5日㈮ 山王小
10月10日㈬ 荘川小（※）
10月15日㈪ 久々野小
10月16日㈫ 栃尾小（※）
10月17日㈬ 西小
10月18日㈭ 東小、南小、国府小
10月19日㈮ 花里小
10月25日㈭ 新宮小、三枝小
10月26日㈮ 丹生川小

来
春
、小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ



12
２０１８.９.１

１に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ ～健康寿命の延伸～ 　9月は健康増進普及月間です

問合先 福祉課
☎35-3356

健康
ポイント
対象

問合先 NPO法人まちづくりスポット
☎62‒8550

①ほっとする介護・健康談話室
　介護や健康に関する相談ができます。
日時　9月13日㈭、14日㈮　午前10時～午後3時
場所　ファミリーストアさとう桐生店（桐生町2）
②ほっとする談話室
期日　9月20日㈭
時間　午前10時～午後3時
場所　まちスポ飛驒高山（天満
　町1・フレスポ飛驒高山内）
※事前申込不要、参加無料です。
　時間内は出入り自由ですので、都合のいい時にお越
　しください。

介護のための介護のための「ほっとする談話室」「ほっとする談話室」

月の献血●9
●駐車場が少ない会場もありますのでご注意ください。
※印の会場は400ml限定の献血です。
期日 配車先および配車時間 住　所 時   間

23 日 市役所（市民健康まつり）※ 花岡町2 10：00～16：00

24 月 ピュア高山※ 西之一色町3 10：00～16：00

25 火
山王福祉センター 森下町1   9：00～11：30

駿河屋　アスモ店※ 岡本町2 13：30～16：00

　　 休日診療などのお知らせ
診療名 対象となる方 期 日 受付時間 持ち物 場 所

医科診療 休日に急病になった方
2・9・16・
17・23・24
30

8：30～11：30
13：00～14：30

健康保険証
医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175
歯科診療 日曜日に歯が痛くなった方

小児のフッ素塗布希望の方
2・9・16・
23・30 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合先 医療課　☎35‒31779月

　オレンジカフェは、認知症の人を
介護している人や認知症に関心が
ある人などが交流する場です。本
人や家族も一緒にお越しください。
　今回は、「おしゃべりランチ会」
を予定しています。
場所　認知症の人と家族の会
　　　岐阜県支部
　　　（昭和町1・旧綿屋の清水ふとん店）
参加料　1人500円（昼食代込み）
申込方法　9月13日㈭までにTEL

問合先 飛驒地区認知症カフェ実行委員会 
☎62‒9482

今月のオレンジカフェ今月のオレンジカフェ
9月15日㈯　正午～午後2時

　広報たかやま6月15日号の折込チラシでお知らせした
「高山市健康ポイント事業」のポイント景品交換が 9月か
ら始まります。
　必須項目の「健康診査ポイント」と「自主的な健康づく
りへの取り組みポイント」取得を含め、6ポイント以上貯
めた方は、お早めに景品と交換してください。
交換期間　9月3日㈪～平成31年2月28日㈭
交換場所　健康推進課（保健センター内）、各支所
※さらに、ポイントカードの裏面に必要事項を記入し、応
募された方の中から健康に関する賞品を贈呈します（抽
選は平成31年3月）。

健康ポイントの景品交換が始まります

　「こころとからだの健康づくりを習慣に！」をテーマ
に、健康に関わる団体の協力により、健康づくりに関
する各種検査や体験、健康について楽しく考えるコー
ナーがたくさんあります（一部、整理券が必要なコー
ナーがあります）。       
　小さなお子さんから、どなたでも楽しく過ごしてい
ただけますので、ご家族そろってお気軽にご来場くだ
さい。
日時　9月23日（日・祝）　午前9時30分～午後2時
場所　市役所、保健センター（花岡町2）
内容　各コーナーの詳細は、広報たかやま9月15日
　　　号に折り込むチラシをご覧ください。
持ち物　体を使った体験コーナーもありますので、動
　　　　きやすい服装でのご来場をおすすめします。

第29回 市民健康まつり第29回 市民健康まつり

健康推進課  ☎35‒3160問合先

健康推進課  ☎35‒3160問合先
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内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談

9月5日㈬ 市保健センター
13：30～15：30 飛驒保健所

☎３３－１１１１（内３１1）9月12日㈬ 荘川福祉センター

精神保健福祉士
による相談 9月25日㈫ 市保健センター 13：30～15：30 健康推進課

☎３５－３１６０（※）

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、学校での
人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなります。「病院に行くの
は気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家族の方による相談、電話によ
る相談も可能です。お気軽にご相談ください。

のこころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）

問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類 ① 個人番号カード   ② 通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

9月

健診日 健診会場
9月 5日 水

久美愛厚生病院（中切町）
9月 6日 木
9月 12日 水

市保健センター（花岡町2）9月 13日 木
9月 14日 金
9月 18日 火

山田町公民館（山田町）
9月 19日 水
9月 20日 木
9月 21日 金

健診日 健診会場
9月 7日 金 大原ふれあい会館（大原）
9月 12日 水 小鳥体育館（清見町夏厩）

健診日 健診会場
9月 3日 月

宇津江２区公民館（宇津江）
9月 4日 火
9月 25日 火

国府福祉センター
（木曽垣内）9月 26日 水

9月 27日 木

健診日 健診会場
9月 5日 水 旗鉾集会所（旗鉾）
9月 6日 木 丹生川支所（坊方）

高山地域

清見地域

丹生川地域

国府地域

※9月21日㈮までにご予約ください。

もし、あなた自身が悩んでいたら…ひとりで悩むより、まず相談を

9月１０日から１６日は「自殺予防週間」です

法律とこころの相談会
～弁護士、臨床心理士による相談会～

　多重債務や解雇、生活苦、病苦、家
族関係の悩みなどが原因で、心の健
康に支障をきたしてしまうことがあり
ます。ひとりで悩まないで、相談して
みませんか。

※前日までに予約をしてください。
　なお、相談は無料で秘密は厳守します。

◆受付時間は午前8時から午前10時30分までです。
◆肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査
（39歳以下）も受けられます。
◆駐車場が少ない場所もありますのでご注意ください。
◆市国保以外の健康保険でも、市国保特定健診会場で
健診を受けられる場合があります。  詳しくはご加入
の健康保険にお尋ねください。

特定健診会場（高山市国保）
各会場での受付実施時間は、午前8：00～10：30です。

健康
ポイント
対象

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

10
13：15～13：30 妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母

子健康手帳・個人番号確認書類※  

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

26
妊婦教室（第1回） 出産予定が31年2月の妊婦 3 13：15～13：30

母子健康手帳
おかあさんと子どものファイル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が31年1月の妊婦 11 13：15～13：30
妊婦教室（第3回） 出産予定が30年12月の妊婦 18 13：15～13：30
妊婦教室（第4回） 出産予定が30年11月の妊婦と夫 19 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
30年4月21日～5月2日生まれ 6

13：00～13：30
母子健康手帳
問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル・バスタオル

30年5月3日～5月11日生まれ 12
30年5月12日～5月20日生まれ 28

1 歳 6カ月児健診
29年2月1日～2月15日生まれ 4

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと赤ちゃん（子ども）のファイル29年2月16日～2月28日生まれ 20

2 歳 児 相 談
28年8月 1日～8月15日生まれ 21

9：15～9：45
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと赤ちゃん（子ども）のファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ28年8月16日～8月31日生まれ 28

3 歳 児 健 診
27年8月1日～8月13日生まれ 7

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと赤ちゃん（子ども）のファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ27年8月14日～8月31日生まれ 27

市 民 健 康 相 談 育児や食生活、生活習慣病などにつ
いての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

赤 ち ゃ ん 教 室

30年6月1日～6月30日生まれ
※この回のみ申込みが必要

20 9：30～10：00 母子健康手帳・バスタオル　
おかあさんと子どものファイル

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
35
―
３
１
６
０
）

30年4月1日～4月30日生まれ 18

9：30～11：30
※出入り自由

母子健康手帳
バスタオル

30年2月1日～2月28日生まれ 4
29年12月1日～12月31日生まれ 10
29年10月1日～10月31日生まれ 3

  

こ と ば の相談会
　ことばの育ちが心配、友
達との関わりが心配、なん
だか落ちつきがない…な
ど、ことばの育ちに関する
ご相談に、専門のスタッフ（言語聴覚
士）が応じます。
日時　１０月20日㈯ 午前8時30分～正午
場所　市保健センター（花岡町２）
定員　16人　　相談料　無料　　
対象　年少から年長までのお子さん
　　　と保護者で、医療リハビリや療
　　　育施設に通っていない方
申込方法　9月10日㈪までに TEL　
　　　　（土日を除く午前8時30分
　　　  ～午後5時15分）

申 込
問合先

健康推進課
☎35‒3160

開催日 場所・時間 予約・問合先

９月6日㈭
飛驒総合庁舎

全日とも 
 午後１時～４時
（１人４５分・　　 
   予約制）

飛驒保健所
健康増進課

33-1111
（内線328）

９月27日㈭

平成31年
３月7日㈭
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申込・問合先　生涯学習課　☎35-3155　FAX35-3414

日程（運行：濃飛バス／添乗員同行）

※宿泊は参加者同士での相部屋となります。
　行程は変更になる場合があります。
対象　市民の方　　参加料　45,000円
定員　40人（超えた場合は抽選・最少催行人員20人）
申込方法　9月30日㈰までに来店・TEL・FAX「市民ツアー
　　　　 希望」と明記し、申込者全員の住所、氏名、  
　　　　 年齢、電話番号を明記）
企画・申込先　㈱高山エース旅行センター
〒506-0053 昭和町2-116-1 ☎35-0839 FAX34-7535
※電話受付は土日祝定休・来店申込は水曜日定休

　11月13日㈫　（食事：昼、夕）
　高山発（午前7時30分）→若松城天守閣→
　会津東山温泉【泊】（御宿東鳳）
　11月14日㈬　（食事：朝、昼、夕）
　斎藤茂吉記念館・上山城・ワイナリーなど見学→
　かみのやま温泉【泊】（日本の宿古窯）
　11月15日㈭　（食事：朝、昼、夕）
　 金森清水（提携ゆかりの地）・果樹園（ラ・フランス試食）など→
富山→高山着（午後9時30分頃）

友好都市提携30周年記念友好都市提携30周年記念
上山市市民ツアー参加者募集上山市市民ツアー参加者募集

問 合 先 都市提携委員会（協働推進課内）
☎35-3412

結婚支援イベント参加者募集結婚支援イベント参加者募集
　パーティー形式の婚活イベントを開催します。
　ゆっくり食事を楽しみながら、参加者と存分にコミュ
ニケーションを取りましょう。積極的にコミュニケーショ
ンが取れない場合は、スタッフがフォローしますのでお
気軽にご参加ください。
日時　10月14日㈰　午前11時～午後1時
場所　市内（詳細は参加決定者の方へお知らせします）
対象　おおむね45歳以上60歳以下の独身男女
定員　男女各15人（応募者多数の場合は抽選）
参加料　男性6,000円、女性4,000円
申込方法　「10月14日結婚支援イベント参加申込」と
明記のうえ、氏名、住所、性別、生年月日、携帯
番号を9月25日㈫午後4時までに来館・ TEL・ FAX・
MAIL（個人情報は当イベントの実施のためのみに使用し
ます。抽選結果とイベントの詳細は9月28日㈮発送
予定です）。

申 込
問合先

勤労青少年ホーム・女性青少年会館
（ＮＰＯ法人まほろば高山事業団）
〒506-0026 花里町1-64
☎32‒0394　FAX35‒2394
Mail:info@takayama-home.jp

　市では第7期介護保険事業計画に基づき、市内のサー
ビスの充実を図るため公募を行います。
公募期間　9月3日㈪～ 10月31日㈬
公募する介護サービス
　①小規模多機能型居宅介護
　②看護小規模多機能型居宅介護
　③認知症対応型共同生活介護
申込方法　10月11日㈭～ 12日㈮の間に、事前確認を実施
　　　　　10月24日㈬～ 31日㈬の間に、必要書類を提出
※事前確認を行わなかった事業者は、公募に参加するこ
　とができません。
※公募する圏域に指定があります。詳細は市HPにある公
　募要領等をご確認ください。

　ゴルフ初心者でも気軽に始めることができる「スナッ
グゴルフ」の体験教室を開催します。
　本物のゴルフコースを使用する特別な講座です。
日程・会場　　　
　①9月24日（祝・月）　明智ゴルフ倶楽部荘川ゴルフ場
　②9月29日㈯　飛驒高山カントリークラブ
　③10月13日㈯　荘川高原カントリー倶楽部
　④10月20日㈯　鈴蘭高原カントリークラブ
時間　午後1時～ 4時（受付は午後0時30分から）
対象　市内小学生
定員　各会場20人（超えた場合は抽選）　  参加料　無料
申込方法　9月14日㈮までにTEL・FAX

　高山生活学校では、衣料品や日用雑貨などの再利用を目的としたフリーマーケットを行います。
日時　9月30日㈰　午前9時30分～午後2時
場所　市民広場（朝日町）
●出店者を募集します
対象　市内在住の方

定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　協力金として1シート300円
申込方法　9月14日㈮までにTEL・FAX（住所、氏名、電話番号、
　　　　  シート数を明記）

青空市（フリーマーケット）開催と出店者募集

地域密着型サービス事業所を公募します地域密着型サービス事業所を公募します 高山市こども夢創造・ジュニアゴルファー育成事業
ゴルフ初心者入門スナッグゴルフ体験教室ゴルフ初心者入門スナッグゴルフ体験教室

申 込
問合先

高年介護課  ☎35-3178
広報ID 1009597

申 込
問合先

スポーツ推進課
☎35-3157　FAX 35-3414

す。

7月ツアーが大雨で中止となったため、再企画しました。
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

募
集

先人が築いた平和な現在。新成人になる今、私たちは未来の社会を構築し、平和の継承を考える節目を迎えた。
（平成30年「はたちの思い一行詩」　平和への思い部門　優秀賞　中

なか

野
の

　美
み

里
さと

さん）

乳児、小児向け救命講習会

　―自分の子どもが目の前で倒れたら、
あなたは何をしてあげられますか―
　今回の講習会では、乳児・小児用心肺
蘇生法を学びます。いざというときに備え
て受講しませんか。
対象　中学生以上の市民の方
日時　9月16日㈰　午前9時～正午
場所　高山消防署（桐生町3）
定員　20人（超えた場合は、日程変更を
　　　お願いすることがあります）
参加料　無料
申込方法　9月15日㈯までにTEL・HP

申 込
問合先

高山消防署救急課
☎32‒0119
広報ID　1009658

高年者・障がい者陶芸教室

高年者囲碁大会

対象　市内在住の高年者および障がい
　　　者の方
期日　10月2日㈫、5日㈮、25日㈭、
　　　11月1日㈭（全4回）
時間　午後1時30分～3時30分
場所　市総合福祉センター（昭和町2）
定員　15人（超えた場合は抽選）
参加料　500円（材料代）
申込方法　9月25日㈫までに窓口・TEL・
　　　　　 FAX

対象　市内在住の 60歳以上の方
期日　9月21日㈮
時間　午前9時30分～午後5時
場所　市総合福祉センター（昭和町2）
参加料　1,500円（昼食代含む）
申込方法　9月14日㈮までに窓口・TEL・
　　　　　 FAX

申 込
問合先

申 込
問合先

社会福祉協議会
☎35‒0294 FAX34‒6736

社会福祉協議会
☎35‒0294 FAX34‒6736

女性青少年会館講座

●はじめてのWord･Excel講座
対象　市内在住・在勤の方
期間   「はじめてのWord講座」10月4日～ 11月1日までの毎週木曜日
　　　「はじめてのExcel講座」10月5日～ 11月2日までの毎週金曜日
時間　午前10時～正午場所女性青少年会館（花里町1）
定員　各8人（超えた場合は抽選） 　　参加料　各2,500円（テキスト代）
申込方法　9月13日㈭までに来館･ TEL ･ FAX ･ MAIL（講座名、氏名、住所、電話番号
　　　　　を明記）

●体にやさしいクッキング
対象　市内在住・在勤の方
日時　10月3日㈬　午前10時～午後1時
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　16人（超えた場合は抽選）
参加料　1,300円
申込方法　9月16日㈰までに来館･ TEL ･
　　　　　 FAX ･ MAIL（講座名、氏名、住
　　　　　所、電話番号を明記）

●ピラティス講座
対象　市内在住・在勤の方
期間　10月9日～ 11月27日までの毎週
　　　火曜日（全8回）
時間　午前10時～ 11時
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　3,500円（保険料含む）
申込方法　9月16日㈰までに来館・TEL・
FAX ･ MAIL（講座名、氏名、住所、電話番号、
生年月日を明記）

　障がいのある方の就職支援のため、パソコンのアプリケーションソフト技能や知
識の習得を目的として、パソコン訓練を実施します。
対象　障がいのある方で、就労意欲があり、公共職業安定所に求職申込を行っ
　　　ていて、訓練会場への通所が可能な方
期間　10月5日㈮～ 12月18日㈫（土日祝日、11月26日、12月10日を除く）
時間　午前9時15分～午後2時45分
場所　ラーニングスクール「エニウェイ」（岡本町4）
定員　5人　　　参加料　12,096円（教材費）
申込方法　ハローワークで相談のうえ、9月13日㈭までに申し込む
内容説明会・選考会（申込された方は必ず参加してください）
日時　9月21日㈮　午後1時30分～ 3時
場所　市民文化会館（昭和町1）

●市総合福祉センター（昭和町2）
日時　9月4日㈫   午後7時30分から
●市民文化会館4-7（昭和町1）
日時　9月5日㈬   午後1時30分から
持ち物　運動できる服装、底の低
　　　　い靴、飲み物
※事前申込不要、参加無料です。
直接ご来場ください。

●市総合福祉センター（昭和町2）
日時　9月14日㈮・28日㈮は
　　　午前10時から
　　　9月2日㈰・30日㈰は
　　　午後1時30分から
持ち物　飲み物（水分補給用）、動
　　　　きやすい服装、タオル
参加料　100円

問合先 高山市太極拳協会
☎33‒9196 問合先 ひだ笑いヨガクラブ

☎33‒0064

元気で長生きするために

太極拳体験教室 「笑いヨガ」体験

パソコン訓練受講者募集

申 込
問合先

株式会社ディックナレッジテクノ
☎37‒7636

申 込
問合先

女性青少年会館　☎32-0394　FAX35-2394
Mail:info@takayama-home.jp
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今号の人権標語　「えがおの花　やさしい言葉で　さかせよう」

問合先 資源リサイクルセンター　☎35‒1244　広報ID 1001250

リフォーム製品フェア

認知症サポーター養成講座 手話奉仕員養成講座（基礎編）

空家活用コンテスト  空家物件募集

　リフォーム製品の販売と修理したおもちゃの無償提供がありま
す。いずれも応募者複数の場合は抽選になります。
応募資格　市民の方（分類ごと1人1点応募できます）
応募期間　9月10日㈪～ 15日㈯　午前8時30分～午後4時
　　　　　9月16日㈰　午前10時～正午
抽選会　9月16日㈰　午後1時
※当選者には電話連絡するほか、市 HPに当選者の整理番号
　を掲載します。
場所　資源リサイクルセンター内リフォームセンター（三福寺町）

　認知症の主な症状や認知症の人への接し方などについて学
びます。講座を受講された方には、認知症サポーターの証であ
る「オレンジリング」をお渡しします。
日時　9月21日㈮　午後1時30分～ 3時
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）
講師　高

たか

井
い

　道
みち

子
こ

さん（認知症の人と家族の会岐阜県支部）
定員　70人　　参加料　無料
申込方法　9月20日㈭までにTEL

　聴覚障がい者の生活や手話に関する 基礎知識を深め、手
話奉仕員としての活 動が可能なレベルを目指します。 
対象　市内在住で入門編を修了された方（同等レベルの方を含む）
日時　9月25日から平成31年3月12日までの毎週火曜日
　　　午後7時～ 9時（全21回） 　場所　市役所（花岡町2）
定員　20人（超えた場合は抽選）　
参加料　無料（テキスト代別途負担） 
申込方法　9月12日㈬までにTEL

　社会問題となっている増加する空家に関して、平成30年6月
に高山市空家等対策計画を策定し、さまざまな施策に取り組む
こととしています。
　取り組みの一つとして、今後、市内にある空家を題材とした
利活用方法の提案を募集するコンテストを計画しています。
　そこで、活用提案の題材とすることが可能な空家を募集しま
す。活用を希望しており、一般公開が可能な空家物件がありま
したらご連絡ください。

問合先

申 込
問合先

福祉課  ☎35‒3356
福祉サービス公社  ☎57‒7294

申 込
問合先

高年介護課
☎35‒3178

建築住宅課  ☎35‒3176
Mail:ken-j@city.takayama.lg.jp

地震による電気火災対策を！
　東日本大震災では、原因が特定された地震による火災の過半数が電気関係の出火によるものでした。　　　　　　　
　地震が引き起こす電気関係の火災には、以下のような事例もありました。

＜電気火災の事例その１＞ 地震で本棚が倒れ、雑誌が
電気ストーブ周辺に散乱▶停電した状態から通電し、
ストーブが作動▶紙類に着火し火災が発生

＜電気火災の事例その２＞ 家具が転倒し、「電気コード」
が下敷きや引張で損傷▶通電の瞬間、コードがショー
ト▶散乱した室内で、近くの燃えやすいものに着火

地震による電気火災対策には、感震ブレーカーが効果的です。
　地震が起きたとき、必ずしも自宅にいるとは限りません。地震を感知すると自動的にブレーカーを落として電気を止
める感震ブレーカーが有効です。
【感震ブレーカーの種類】
分電盤タイプ（内臓型） 分電盤タイプ（後付型） コンセントタイプ 簡易タイプ

分電盤に内臓されたセンサーが揺
れを感知し、ブレーカーを落として
電気を遮断。

分電盤に感震機能を外付けする
タイプで、漏電ブレーカーが設置
されている場合に設置可能。

コンセントに内臓されたセンサーが
揺れを感知し、コンセントから電気
を遮断。

ばねの作動や重りの落下によりブ
レーカーを落として、電気を遮断。

約5万円～8万円（標準的なもの） 約2万円 約5,000円～ 2万円 3,000円～ 4,000円程度

電気工事が必要 電気工事が必要 電気工事が必要なタイプと、コンセ
ントに差し込むだけのタイプがある 電気工事が不要

★感震ブレーカーの設置の有無に関わらず、自宅から避難する際はブレーカーを切ることも重要です。
★夜間等に大規模な地震が発生し、感震ブレーカーが作動した場合、避難時の照明が確保できない可能性があります。一時的
　な防災対策としても、停電時に作動する足元灯や懐中電灯等の照明器具を常備してください。
★感震ブレーカーの設置は義務ではありません。悪質な訪問販売にご注意ください。

（注）住宅分電盤の種類に適した製品をお選びください。

問合先 消防本部予防課
☎32-3027
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

◎図書館の9月特集コーナー 【一般】もっと「老いを楽しむ」　【児童】いちについて、よーい、どん！

図書館からのお知らせ 問合先 市図書館「煥章館」  ☎32‒3096  FAX32‒3098

市民の健康講座シリーズ第5回（全7回）
日時　9月10日㈪　午後7時～ 8時50分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員　100人（入場無料、事前申込不要）
①いのちを受けとめる町づくり
　「生きる」を支える在宅医療の現場から
　講師　土

つち

川
かわ

　権
けんざぶろう

三郎さん（丹生川診療所所長）
②糖尿病は闘尿病　生活習慣病と社会文明病？
　講師　小

お

川
がわ

　徹
とおる

さん（おがわクリニック院長）

　図書館の男性スタッフによる「読み聞かせでスキン
シップ」をテーマとしたおはなし会のほか、親子ででき
るふれあい遊びや読み聞かせのポイントなどを紹介する
読み聞かせ講座も行います。
日時　9月30日㈰　午後2時～ 2時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

煥章館セミナー

作品　紙屋悦子の青春（2006年日本、111分）
日時　9月8日㈯　昼の部：午後2時～、夜の部：午後7時～
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

　ALT（外国語指導助手）による英語での絵本の読み聞か
せや歌、簡単なゲームなどを行います。
日時　9月22日㈯　午後3時～ 3時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

第6回 上映会

英語でおはなし会with ALT

ブックスタート in 図書館一之宮分館

秋の文学散歩

イクメンおはなし会

　1歳6カ月児を対象としたブックスタート絵本の引き換えを行
います。絵本の引き換えには母子手帳と引換券が必要です。
日時　9月15日㈯　午前10時30分～ 11時30分
場所　市図書館一之宮分館（飛驒位山文化交流館内）

軽井沢に魅せられた作家・詩人を辿る旅
　避暑地・別荘地として発展し、多くの文学作品の舞台となっ
た長野県軽井沢町を訪ねます。
日時　11月17日㈯　午前6時30分～午後6時20分
乗車場所　高山駅白山口（西口）、高山別院前、丹生川バ
　　　　　ス停、平湯バスターミナル
対象　中学生以上の市民の方
定員　40人（応募多数の場合は抽選）
参加料　10,000円
申込方法　9月29日㈯までに来店・ハガキ（代表者および同行
者の氏名、住所、年齢、電話番号、乗車希望場所を明記）
※応募結果は 10月5日㈮までに郵送します。

　家畜伝染病予防法に基づき、次
の動物を飼養している方は、毎年1
回、県への報告が義務付けられて
います。（報告は１頭1羽でも必要）
　未報告の方は、ご連絡ください。
○対象となる動物
　（カッコ内の動物含む）
　牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山
羊、豚（ミニブタ、イノブタ）、いのしし、
鶏（ウコッケイ、チャボ）、あひる（マ
ガモ、ガチョウ、アイガモ、フラン
スガモ）、うずら（ヨーロッパウズラ）、
きじ（ヤマドリ）、だちょう（エミュー）、
ほろほろ鳥、七面鳥

次の動物を飼養している方は、
県への報告が必要です

問合先
県飛驒家畜保健衛生所
☎33‒1111（内線402）
畜産課 ☎35‒3142

企 画
申込先

市民時報旅行株式会社
〒506-0004 桐生町3-122-1

　通常、市図書館「煥章館」をご利用の方には、2時間
までの無料処理を行いますが、上記の特定日は、午後
5時まで無料処理を行いません。ご理解とご協力をお願
いします。

市営空町駐車場の特定日
9月16日㈰、23日（日・祝）

平成30年 住宅・土地統計調査を実施します
　総務省統計局・岐阜県・高山市では、１０月１日現在で住宅・土地統
計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約
370万世帯の方 を々対象とした大規模な調査です。調査期間中、市内
で対象となる約3,900件の住宅に統計調査員が調査書類を配付します
ので回答をお願いします。

　調査の趣旨や必要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。
　詳しくは、下記ホームページをご覧下さい。
　http://www.stat.go.jp/data/jyutaku/h30campaign/index.html

総務省統計局・岐阜県・高山市
コールセンター　☎0570-78-3939
高山市企画課     ☎0577-35-3131
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 今月は「高齢者、障がい者の方の人権」について
　詳しくはHP〔1001321〕

●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　9月8日㈯
時間　午後１時～5時
場所　市民文化会館（昭和町1）
申込方法　9月6日㈭までにTEL

　　　　　（午後１時～４時）

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による不動産相談所
期日　9月11日㈫
時間　午後１時～３時
場所　宅建協会飛驒支部事務所
　　　（昭和町２）
申込方法　直接会場へ

申 込
問合先

岐阜県司法書士会事務所
☎058‒248‒1715

問合先

申 込
問合先

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
☎36‒1396

行政書士による
無料相談

　行政書士による相続や遺言、農地転用・開発許
可、許認可手続きなどの無料相談を行います。お気
軽にご相談ください。
日時　9月19日㈬　午後1時～4時
場所　市役所3階 301会議室
申込方法　左記へ事前予約または当日直接会場へ

申 込
問合先

岐阜県行政書士会
☎058‒263‒6580

　借金が返済できない、借金返済のための「新たな借金」
を繰り返している、厳しい取り立てに苦しんでいるなど、
債務に関する悩みをお持ちの方を対象とした相談会を開
催します。
日時　9月21日㈮　午後1時～ 4時
場所　飛驒総合庁舎（上岡本町7）
内容　面接による相談（1人あたり30分）
申込方法　9月19日㈬までに TEL

多重債務
無料相談会

弁護士や
司法書士などが
相談に応じます。

申込・問合先 県民生活相談センター　☎058‒277‒1003

申 込
問合先

飛驒保健所健康増進課  
☎33-1111（内線311）

　県精神保健福祉センターのひきこ
もり地域支援コーディネーターや精
神科医による無料相談会です。
対象　県内在住の 18～ 50才くらい
　　　のひきこもりがちな方およびそ
　　　の家族
期日　10月5日㈮、12月14日㈮
場所　飛驒総合庁舎（上岡本町7）
申込方法　各開催日の 7日前までに
　　　　　 TEL

ひきこもりに関する相談会

不動産鑑定士による無料相談
　例えば「不動産の売買をするにあたり、
相手方の言う価格は妥当か」「遊休地を
月坪໐໐円で貸そうと考えているが、この
金額は妥当か」といったご質問に、不動
産の専門家である不動産鑑定士がお答
えします。お気軽にご来場ください。

日時　10月１日㈪　午前10時～正午
場所　飛驒地域地場産業振興センター
　　　３階会議室（天満町５）
相談内容　不動産の価格や賃料に
　　　　　 関すること
＊入場無料、事前申込不要です。

問合先 （公社）岐阜県不動産鑑定士協会
☎058‒274‒7181

　予約していただくことで、ご都合
にあわせてスムーズに相談できるだ
けでなく、スタッフが事前準備し丁
寧に対応できます。
予約受付専用電話
☎0570-05-4890

　9月3日から全国のハローワークの求人情報がリアルタイムで見ていただけるよう
になります。
○求人情報の提供
・求人検索パソコンにより、全国のハローワークの求人をリアルタイムで検索できます。
・パソコンの苦手な方には、求人票を職種別に冊子で公開しています。
○就職に関する相談
・ハローワーク高山の相談員が就職等に関する相談を行っています。
・仕事の紹介・面接のお手伝いをします。
・雇用保険受給中の方は、求職活動1回の実績となります。
ワークサロンたかやま（☎62-8486）
場所　市役所2階
時間　午前8時30分～午後5時15分（土日祝・年末年始を除く）

市役所のハローワーク職業相談窓口
ワークサロンたかやまリニュ

ーアル

しまし
た

9月1日より一升びんの出し方が変わります

問合先 資源リサイクルセンター　☎35-1244

一升びん 茶色・緑色

透明・その他の色

（従来とおり）
販売店へ

➡

➡（変更）
びん・ペットボトルとして
ごみステーションへ

茶
色

緑
色

高山年金事務所
☎32-6111

年金相談・お手続きの
際は「予約相談」を
ご利用ください
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ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

各種相談窓口をご利用ください【9月】
地域 行政相談 結婚相談 人権相談 ハローワーク巡回相談

高　山 毎週水・金曜日／13:00～16:00／
総合福祉センター

4日㈫・20日㈭／12：30～15：30／
11日㈫・25日㈫／17：30～20：30／

総合福祉センター

平日／8：30～17：15／
市役所

丹生川 12日㈬／9：00～12：00／
丹生川支所

6日㈭／13:00～15:00／
丹生川支所

清　見 10日㈪／9:00～12:00／
きよみ館（清見支所）

12日㈬／14：00～17：00／
きよみ館（清見支所）

7日㈮／13:00～15:00／
きよみ館（清見支所）

荘　川 11日㈫／9：30～12：30／
荘川福祉センター

28日㈮／13：00～15：00／
荘川総合センター（荘川支所）

一之宮 5日㈬／9：00～12：00／
飛驒位山文化交流館

13日㈭／13：00～15：00／
一之宮支所

久々野 19日㈬／14:00～17:00／
虹流館くぐの（久々野支所）

14日㈮／13：00～15：00／
虹流館くぐの（久々野支所）

朝　日 19日㈬／9：00～12：00／
燦燦朝日館（朝日支所）

20日㈭／13：00～15：00／
燦燦朝日館（朝日支所）

高　根 26日㈬／14：00～17：00／
高根福祉センター

21日㈮／13：00～15：00／
高根支所【予約制】（※1）

国　府 5日㈬／17：30～20：30／
こくふ交流センター（国府支所）

5日㈬／（※1）／
こくふ交流センター（国府支所）

上　宝
奥飛驒温泉郷

25日㈫／9：30～12：30／
上宝支所

27日㈭／13：00～15：00／
上宝支所

●総合福祉センターでは、心配ごと相談をお受けします（毎週水・金曜日13：00～16：00・祝日を除く）
●福祉サービス総合相談支援センター、地域包括支援センター、子ども発達支援センターでは、福祉に関するさまざまなご相談をお受けします（平日8：30～17：15）
●（※1）高根開場は予約制です。相談日の前 日々までに高根支所地域振興課へTEL（☎59-2211）。国府会場の相談時間は10：30～12：00、13：00～15：30です

９月のこよみ

問合先 建築住宅課　☎35‒3159

大規模開発構想届の縦覧

　高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例に基づき、大規模開発構想届の縦覧
を行います。この開発事業については 9月25日㈫まで市へ意見を提出することができま
す。なお、縦覧期間は 9月18日㈫までです。

9月 1日㊏ 荘川町の村芝居（黒谷白山神社）
2日㊐ 荘川町の村芝居（一色惣則白山神社）
3日㊊ 荘川町の村芝居（野々俣神社）
4日㊋ 市議会定例会（～28日予定）

14日㊎ 荘川町の村芝居（荘川神社）
夏休み作品展　第57回全飛発明くふう展・未来の
科学の絵絵画展ほか（～16日・市民文化会館）

21日㊎ 高山市平和の日 《今後の予定》
リサイクル資源回収（10月6日・江名子小PTA、花里小PTA）

22日㊏ 第3回飛驒位山トレイル
（～23日・モンデウス飛驒位山スノーパーク）

23日㊐ リサイクル資源回収（松倉中PTA）

市民健康まつり（市役所ほか）

29日㊏ リサイクル資源回収（北小PTA、日枝中PTA、
荘川小中連合PTA）

30日㊐ 総合防災訓練

クライミング利用者講習会

　ビッグアリーナにあるクライミングウォール
の利用希望者を対象とした講習会です。
対象　市内在住の高校生以上、または在
　　　勤の方
期日　９月20日㈭　雨天時は９月25日㈫
時間　午後７時～９時45分
場所　ビッグアリーナ（中山町）
定員　15人（超えた場合は抽選）
参加料　1,000円（保険料）
申込方法　９月15日㈯までに
　　　　　窓口・TEL

申 込
問合先

市体育協会（ビッグアリーナ内）
☎34‒3333

今年度最後の
講習会です！

開発事業者
ゲンキー株式会社
代表取締役　藤

ふじ

永
なが

　賢
けん

一
いち

ゲンキー株式会社
代表取締役　藤

ふじ

永
なが

　賢
けん

一
いち

事業名 ゲンキー高山市岡本町4丁目店 ゲンキー高山市久々野店

内容 店舗の建築および造成 店舗の建築

場所 岡本町4丁目309番1 外19筆 久々野町久々野2475番外13筆

開発面積 3,714.71㎡   －

延べ床面積 1,082.44㎡ 1,082.44㎡

縦覧場所 建築住宅課（本庁3階） 建築住宅課（本庁3階）、
久々野支所基盤産業課

でに
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印
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高
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印
刷
株
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会
社

編集・発行／高山市総務部広報情報課
 〒506‒8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
  TEL／0577‒32‒3333㈹
  FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
  FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0577‒35‒6000

岩
い わ

塚
つ か

　久
く

案
み

子
こ

さん
NPO法人飛驒高山わらべうたの会理事長

高山で活躍する
みなさんの今輝

か が や

く女
ひ

性
と

　県は県内で活躍する女性や子育てを応援する企業を平
成26年から認定。うち、市内には21人の女性と3つの企
業があります。高山で活躍する“みなさんの今”を連載で
紹介します。

シリーズシリーズ
第13章第13章子どもたちは

　未来そのもの

　

飛
驒
地
域
に
伝
わ
る「
わ
ら
べ
う
た
」を
通
し
て
地
域
の
子
育
て

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
岩
塚
久
案
子
さ
ん
。

　

岩
塚
さ
ん
が
、
ひ
だ
の
わ
ら
べ
う
た
と
出
会
っ
た
の
は
11
年
前

の
こ
と
。
当
時
、
交
流
の
あ
っ
た
声
楽
家
の
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
て
い
た「
わ
ら
べ
う
た
の
会
」に
対
し
、

「
ひ
だ
の
わ
ら
べ
う
た
の
講
習
を
し
て
ほ
し
い
」と
依
頼
が
あ
っ
た

の
が
始
ま
り
で
し
た
。

―
当
時
は
1
曲
も
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
―

　

結
婚
し
て
高
山
に
来
た
岩
塚
さ
ん
は
、
こ
の
依
頼
を
機
に
、
地

域
の
お
年
寄
り
へ
の
取
材
を
は
じ
め
ま
し
た
。
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

を
元
に
楽
譜
を
起
こ
し
、
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ
マ
止
め
て
図
解
を
作

成
し
て
い
き
ま
し
た
。

―
わ
ら
べ
う
た
は
、
親
子
が
笑
顔
で
向
き
合
う
時
間
。
ぜ
ひ
、
子

育
て
中
の
親
御
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
か
し
て
欲
し
い
―

　

こ
う
し
て
50
曲
ほ
ど
を
掲
載
し
た
手
作
り
の
冊
子
を
作
成
し
、

保
育
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
。
次
々
と
講
習
の
依
頼
が

入
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
親
御
さ
ん
と
交
流
し
、
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
な
ど
を
聞
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

―
「
定
期
的
に
わ
ら
べ
う
た
を
歌
い
、
遊
べ
る
場
が
ほ
し
い
」そ
ん

な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
ん
で
す
―

　

親
御
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
平
成
27
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

飛
驒
高
山
わ
ら
べ
う
た
の
会
を
立
ち
上
げ
、
飛
驒
地
域
で
初
め
て

商
業
施
設
に「
つ
ど
い
の
広
場
」を
設
立
。
平
成
29
年
に
は
、
こ
の

場
所
が「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
年

間
８
，０
０
０
人
も
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

―
子
ど
も
は
未
来
そ
の
も
の
。
子
ど
も
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
に
は
、

大
人
も
笑
顔
に
な
る
ま
ち
が
必
要
で
す
―

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
と
協
力
し
、「
地
域
お
し
ご

と
発
見
隊
」や「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
す
る
な
ど
、
産
業
の

伝
承
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

―
わ
ら
べ
う
た
を
聞
い
て
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
子
育
て
世
代
と
な
る
30

年
後
、「
子
育
て
す
る
な
ら
高
山
市
」

と
言
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
―

　

わ
ら
べ
う
た
の
会
の
定
例
活
動

は
、
毎
月
第
3
火
曜
日
。
親
子
で
触

れ
合
う
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

五感で楽しむ飛驒のわらべうた
日時  9月18日㈫  午前10時30分～11時30分
場所  飛驒の里（上岡本町1）
飛驒高山わらべうたの会では、活動を支えてくだ
さるサポーター企業・会員を募集しています。
問合先　飛驒高山わらべうたの会
　　　　☎57-8577

問合先 NPO法人飛驒高山ハンドボールクラブ
☎70‒8183

【前売り券】　大人1,200円　中高生500円
【当 日 券】　大人1,500円　中高生600円
　　　　　   小学生以下は無料

お求めは、白啓酒店、ピュア高山、
ビッグアリーナ、OKBぎふアリーナ、
スポーツ推進課（本庁3階）まで

　日本ハンドボールリーグが9月22日に開幕します。
みなさんの声援でブラックブルズを応援しましょう！

◆9月のホーム戦
　9月22日㈯　13：00～
   （場所：OKBぎふ清流アリーナ）
　  VS 広島メイプルレッズ
　9月24日㈪　13：00～
   （場所：下呂交流会館）
　  VS HC名古屋

ブラックブルズを応援しよう！


